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平成27年度 保健師中央会議
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１ 東京都における在宅人工呼吸器使用者
への災害時に備えた取組

２ 西多摩保健所における、人工呼吸器使用者
災害時個別支援計画策定に向けての取組
～市町村が主体的に取り組むことを目指して～
・ 西多摩保健所管内の概況
・ 取組経過

３ まとめ
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所 長

企画調整課 生活環境安全課 保健対策課

庶務係

★企画調整係

★保健医療係

医薬指導係

環境衛生係

食品衛生係

保健栄養係

保健対策係

★感染症対策係

★地域保健係

★

★保健師配属部署
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市町村の担当課

東京都庁
難病患者認定審査会

申請

認
定
結
果

の
通
知

医
療
券
の

交
付

書類の送付申請書類控え
（新規申請分）

療養の相談

保健所

6



在宅療養患者緊急時対応支援事業

医療機関を通じてバッテリー等を貸与

『東京都緊急対策２０１１』において、「在宅療養患者への緊急支援」として「在
宅人工呼吸器使用患者について緊急実態調査を行うとともに、予備電源等の導
入を支援し、停電時の対応について個別に指導するなど、大規模災害等による停
電時の都民の安全を確保する」と明示。

H23.3.11 東日本大震災 計画停電

Ｈ23.6
人工呼吸器使用者の停電への備えに関する調査

（プレ調査）
都内訪問看護ステーション

注意喚起
在宅人工呼吸器使用者数 842人
（うち難病417人）
停電時、不備の実態が明らか
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災害時の在宅人工呼吸器使用難病患者に係る人工呼吸器等実態調査（本調査）
プレ調査で把握した難病患者417人に絞って実施

（回答患者数232人）

患者の同意を得て区市町へ情報提供

在宅人工呼吸器使用者のための災害時個別支援計画の手引き

東京都在宅人工呼吸器使用患者災害時支援指針
（H24.3月）
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区市町村等の関係機関及び
関係者が災害時に人工呼吸
器使用者を適切に支援でき
るよう、人工呼吸器使用者
の把握並びに平常時からの
準備及び発災時の支援方法
について示した。

個別支援計画作成の手引き
個々の人工呼吸器使用者を支援する
関係機関が、その患者について災害
時個別支援計画を作成するための手
引き
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○ 災害時個別支援計画は、住民に身近な
区市町村が推進の中心。
○ 在宅人工呼吸器使用者の災害時支援は、
災害時要援護者対策の一環。
○ 在宅人工呼吸器使用者は、要援護者の
中でも緊急性・特殊性・個別性が高い。

区市町村は、在宅人工呼吸器使用者の
災害時個別支援計画を策定することが必要
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○ 周知・ＰＲ
○ 区市町村に情報が集まる支援
関係機関から住民へリーフレットを渡し啓発
○ 財政的支援
訪問看護ステーション委託費用補助
非常用電源整備補助（医療機関）
○ 技術的支援
難病医療専門員、都保健所保健師（市町村）

11



災害時人工呼吸使用者リストの作成
人工呼吸器使用者マップの作成
災害時個別支援計画

把握集約機関 各市町村で決める

・障害担当部署等
・保健担当部署東京都保健所

市町村の災害時要援護者対策担当部署

災害時要援護者名簿作成
避難支援プラン作成

市町村への難病・重症
心身障害児について
の技術支援

情報提供

情報提供

市町村

医療機関 訪問看護ステーション 介護事業者等

情報提供 情報提供情報提供
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「 」印：リーフレットの流れを示す
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災害時人工呼吸使用者リストの作成
人工呼吸器使用者マップの作成
災害時個別支援計画

把握集約機関 各市町村で決める

・障害担当部署等
・保健担当部署東京都保健所

市町村の災害時要援護者対策担当部署

災害時要援護者名簿作成
避難支援プラン作成

市町村への難病・重症
心身障害児について
の技術支援

情報提供

情報提供

市町村

医療機関 訪問看護ステーション 介護事業者等

情報提供 情報提供情報提供
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２ 西多摩保健所における、人工呼吸
器使用者災害時個別支援計画策定
に向けての取組
～市町村が主体的に取り組むことを目指して～
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  ～  1.0
 1.0 ～ 10.0
 10.0 ～ 20.0
 20.0 ～ 30.0
 30.0 ～ 40.0
 40.0 ～

奥多摩町

檜原村 あきる野市

日の出町

青梅市

瑞
穂
町

羽村市

福生市

人口 392,666人
世帯数 175,550
(平成27年1月1日現在)

東京都の最西（４市３町１村を管轄）

保健所が把握している人工呼吸器使用者数
（平成27年7月10日現在） 16件
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拠点病院

協力病院１１

保健所

訪問看護ステーション２５ 平成27年1月現在
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企画調整課

庶務係

企画調整係
保健医療係

保健対策課

保健対策係
感染症対策係
地域保健第一係
地域保健第二係

担当課長 ライン係長 難病事業担当 精神事業担当
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実態把握
○ 人工呼吸器や吸引器の使用者４７名
（内：人工呼吸器使用者１５名）全数
訪問による実態調査
○ 「災害時の在宅人工呼吸器使用難病患者
に係る人工呼吸器等実態調査（本調査）」
に訪問看護ステーションと同行訪問
○ 市町村の要援護者対策の情報把握
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情報提供・情報共有

○ 研修会の実施
講演：
「人工呼吸器装着患者の療養支援と
安全確保について」
グループ討議：
「トラブル発生時の対応について」

市町村

訪問看護
ステーション

居宅介護
事業者
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情報提供・情報共有
○ 難病保健医療福祉調整会議の活用
講演：「医療ニーズの高い難病患者の災害時支援」
意見交換：「震災を経験しての課題と今後の取組」

災害時個別支援計画策定の試行(4ケース）

市町村
※

医師会 医療機関

※ 市町村障害担当者への状況確認
①要援護者対応の取組状況について（要援護者の定義と範囲、名簿作成状況）
②人工呼吸器使用者など医療依存度の高い方への対応
（安否確認方法、二次避難所の指定、個別支援計画の有無等）
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所内の体制づくりとスキルアップ
○ 災害対策の年間計画を作成
○ 難病業務担当の中に災害担当を配置
○ 課内での情報共有と検討の場を設定
呼吸器使用者のケースレビューにて、策定経過や地域の取組状況
を共有。
○ 呼吸器・発電機の学習会とデモの実施
○ 携帯電話による災害伝言板の体験

地区担当と業務担当が連携しながら各関係機関に
計画策定の協力を呼びかける
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情報提供・情報共有
○研修会の実施
テーマ:
「在宅人工呼吸器使用者の災害時支援」
内容:
・「東京都在宅人工呼吸器使用者災害時支援指針・
個別支援計画作成の手引き」の説明
・HCの取組み事例を報告
・各関係機関別のグループ討議

市町村
居宅介護
事業者

訪問看護
ステーション
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情報提供・情報共有
○ 療養支援計画策定・評価会議の活用 ※
・Ａ市のケースの個別支援計画について
・Ｂ市のケースの個別支援計画について
・Ｃ市のケースの個別支援計画について
・Ｄ市のケースの個別支援計画について
・Ｅ町のケースの個別支援計画について

※ 療養支援計画策定・評価会議
難病患者の支援計画の検討・評価等を行うための会議。西多摩保健所では、
年９～11回開催。構成員は課長と地域保健係保健師全員。スーパーバイザー
は難病医療専門員等。
必要に応じて地域の関係者にも参加を依頼。

Ａ市

Ｂ市

Ｅ町

Ｃ市
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情報提供・情報共有
○難病保健医療福祉調整会議
・研修
「計画策定と地域関係者の連携」
「東日本大震災時の医療機器支援を行った事業所の取組」
・意見交換
各機関の取組み状況と課題の共有

※市町村の防災担当部署にも参加を呼び掛ける。

市町村
訪問看護
ステーション

医療機関
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市町村との協働
○ Ａ市障害福祉部署事務担当者からの個別
支援計画策定協力依頼
・保健所難病担当保健師が窓口となり、地区担当
保健師と連携して対応
・計画の目的、具体的な進め方について説明
・「保健所の地区担当保健師も同行訪問しますよ。」

※平成２４年度末現在 人工呼吸器使用者個別支援計画策定数
対象１７ケース（重心２名含む）中 １０ケース（検討中含む）
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市町村との協働
○Ｂ市から個別支援計画策定についての説明依頼
・２５年度４月から障害福祉部署に初めて保健師配属
・「東京都在宅人工呼吸器使用者災害時支援指針・
個別支援計画作成の手引き」の説明
・地区担当保健師が相談窓口となり同行訪問
・庁内連携のためのアドバイス
○Ａ市障害福祉部署事務担当者訪問時に保健所
地区担当保健師が同行
・「できたら、障害福祉部署の保健師にも同行してもらえ
るといいですね！」
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情報提供・情報共有
○ 難病保健医療福祉調整会議
訪問看護ステーション・協力病院・市町村からの報告

・市町村が中心となった取組み事例の策定経過と
課題についてA市より報告
・グループ討議にて、各市町村の窓口担当が取組みの
現状と課題を共有
ケースの把握方法
庁内の連携の在り方
具体的なかかわり方 など

市町村
訪問看護
ステーション

医療機関
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市町村との協働の拡大
○ 難病担当保健師が地区担当保健師と連携し、
市町村に働きかけながら、他ケースへ拡大
○ Ａ市より、障害福祉部署事務担当者より
計画更新のための訪問時に保健所地区担当
保健師同行協力依頼あり

人工呼吸器使用者災害時個別支援計画策定
平成27年7月10日現在
保健所が把握している人工呼吸器使用者数 16件
内、個別支援計画の取組み数 11件
内、市町村が中心となった取組み数 7件(2市1町）

32



33



○ 周知・ＰＲ
○ 区市町村に情報が集まる支援
関係機関から住民へリーフレットを渡し啓発
○ 財政的支援
訪問看護ステーション委託費用補助
非常用電源設備補助（医療機関）
○ 技術的支援
難病医療専門員、都保健所保健師（市町村）
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難病担当
保健師

地区担当
保健師

地区活動をとおして

市町村

既存の会議等を活用して

○難病保健医療福祉調整会議
○地域関係者連絡会

（研修会など）
○療養支援計画策定・評価会議
○個別ケース会議 など

人材育成の視点が大切
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○ いつでも相談してください。
○ 一緒にやりましょう！
○ 「役所内で進めていく上で、どこが課題
ですか？」一緒に考えましょう！
○ 頑張っているところを主役にしちゃおう！
○ 競争心も利用しちゃおう！
○ 興味がわいてきたらチャンス！
（地区担当保健師と業務担当保健師がタグを組んで巻き込み作戦。）

ご清聴ありがとうございました！
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